
 
 

 
 
 

 

 

 

 

１月の冬休み明けから、私立高校の入学試験が始まります。３年生は、各自の進路決定

と実現に向けて行動する時期を迎えています。  

今年度は、７月１０日（木）に第１回進路説明会を、１１月２０日（木）に第２回進路

説明会を行いました。生徒・保護者とともに、進路の決定と高校入試等に向けての情報を

共有しました。第１回説明会では、「公立高校・私立高校・長岡高専等の入試概要」につ

いて説明しました。第２回説明会では、出願から受検までの手順を、要項を用いて説明し

ました。大きな変更点は、公立高校における「調査書」の様式の変更です。私立高校でも、

ほとんどの学校が採用しますが、従来の様式を採用する学校もあります。Web システムに

よる出願については、公立・私立ともに、多くの学校で実施されます。ただし、学校によ

って出願のシステムが異なるため、手順をよく確認し手続きを進めるようにしてください    

これまで３年生は、上級学校訪問に行ったり、高校の体験入学やオープンスクールに参

加したりして、進路決定と高校入試に臨む意識を高めてきました。今後は、各学級で面接

試験に向けての準備・練習が行われます。入試によって面接が行われない場合もあります

が、面接試験の有無に関わらず、自分の将来についての考えを明確にし、自分の良さや興

味・関心について、話すことができるようになってほしいと考えています。１２月には、

生徒・保護者・担任での三者面談が行われます。各自の受検（験）計画を確認し、１月入

試の受験校を決定します。今後、私立１月入試を経て、私立２月入試の受験の有無を決定

し、さらに３月に行われる公立高校の受検校を決定します。判断しなければならない場面

が多くありますが、その都度、本人・保護者でよく話し合い、納得のいく進路選択をして

ほしいと思います。  

これからの時期は、体調管理と精神面での安定が大切になります。受検（験）は大きな

試練ではありますが、自分の良さを信じ、やるべきことを精一杯やって乗り越え、大きく

成長してくれることを願っています。  

 

思春期健康教育講演会  講師 遠藤香子様（思春期保健士・助産師）  

思春期の心と体の変化、悩みや不安ついての講演  

で、人は「体・心・恋愛」の３つの性の組み合わせ  

からスタートし、この時期は性の悩みや自己嫌悪、  

人目が気になる多感な時期です。性に関するネット  

情報の約８割は誤りであるとされ、不安やトラブル  

の原因になると指摘さました。生徒へは、不安な時  

は医師など信頼できる情報源で確認し、一人で悩ま  

ず、信頼できる大人に相談してほしいというメッセ  

ージが送られ、多感な時期を乗り越えるための心強  

い講演となりました。  
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創立５０周年記念  先輩と語る会・音楽鑑賞教室  
１１月７日に「西川中学校創立５０周年記念事業   

先輩と語る会」と「音楽鑑賞教室」が開催されまし  

た。「先輩と語る会」は、地元で活躍されている西  

川中学校卒業の方々からお話を伺い、生徒たちが夢  

や目標をもって、未来を活き活きと生きるヒントを  

得ることをねらいとして開催されました。３名の先  

輩方は、それぞれ西川中学校区の鎧郷・曽根・升潟  

の３小学校の卒業生です。  

「中学生の頃に一番楽しかったことや一番熱中し  

たこと」などの話題でお話をしていただいた後、生  

徒たちからの質問で「思い出の給食ベスト３」「今  

と昔の西川地域の変化」「中学校時代の定期テスト  

について」などの話題でさらに盛り上がりました。  

最後に、先輩方から中学生に向けて以下のアドバイ  

スをいただきました。  

眞島 佑弥 様 新通つばさ小学校  教諭 

中学生や若いうちにいろんなものに熱中してほし  

い。今熱中している一つ一つの「点」が将来「線」  

となり、思いがけないところで生きてくる。  

川邉 素子 様 岩室地域児童館 館長 

心を動かす瞬間をたくさん経験してほしい。その  

ために、いろいろなことを見たり、聞いたり、知っ 

たりして欲しい。  

渡辺 藍紀 様 西川中ＰＴＡ会長 

いろんな人と関わるとき、たとえ自分の意見の違  

う人であっても、思いやりの気持ちをもって接して  

欲しい。  

「音楽鑑賞教室」では、ソプラノ神田幸子様、ピアノかごしまけいこ様、髙橋 翔先生

から素敵な歌と演奏を披露していただきました。美しい曲、迫力のある曲、コミカルな曲

など、バラエティーに富んだ選曲で、とても楽しい時間を過ごすことができました。特に、

髙橋先生の歌に合わせた衣装や小物、振付は素晴らしく、大きな歓声が上がっていました。

西川中学校創立５０周年を祝う、素晴らしい時間となりました。  

 


